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【手続補正書】
【提出日】平成21年2月19日(2009.2.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
L-ドーパまたはドーパミンアゴニストにより誘発されるジスキネジーの予防または治療用
医薬の製造において、ニューロンのNO合成酵素の医薬的に許容される選択的阻害剤の使用
。
【請求項２】
前記L-ドーパまたはドーパミンアゴニストにより誘発されるジスキネジーを減少すると同
時に、パーキンソン病の治療に、併用で、別々にまたは連続的に使用される医薬の製造に
おいて、（ｉ）ニューロンのNO合成酵素の医薬的に許容される選択的阻害剤および（ｉｉ
）L-ドーパまたはドーパミンアゴニストの使用。
【請求項３】
医薬が、L-ドーパまたはドーパミンアゴニストの反復投与の結果としてその患者に生じる
ジスキネジーの治療用である、請求項１または請求項２に記載の使用。
【請求項４】
ニューロンのNO合成酵素の医薬的に許容される選択的阻害剤を含むことを特徴とする、L-
ドーパまたはドーパミンアゴニストにより誘発されるジスキネジーの予防または治療用医
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薬組成物。
【請求項５】
（ｉ）ニューロンのNO合成酵素の医薬的に許容される選択的阻害剤および（ｉｉ）L-ドー
パまたはドーパミンアゴニストを含むことを特徴とする、前記L-ドーパまたはドーパミン
アゴニストにより誘発されるジスキネジーを減少すると同時に、パーキンソン病の治療用
医薬組成物。
【請求項６】
L-ドーパまたはドーパミンアゴニストの反復投与の結果としてその患者に生じるジスキネ
ジーの治療用である、請求項４または請求項５に記載の医薬組成物。
【請求項７】
（ｉ）ニューロンのNO合成酵素の医薬的に許容される選択的阻害剤、（ｉｉ）L-ドーパま
たはドーパミンアゴニストならびに（ｉｉｉ）一以上の医薬的に許容される（ｉ）および
／または（ｉｉ）のための希釈剤または担体を含み、パーキンソン病の治療に対して同時
に、併用で、別々にまたは連続での使用のための単位投与形態にある医薬組成物、医薬品
またはパッケージ。
【請求項８】
末梢の脱炭酸酵素阻害剤をさらに含む、請求項７に記載の医薬組成物、医薬品またはパッ
ケージ。
【請求項９】
末梢の脱炭酸酵素阻害剤がカルビドパまたはベンセラジドである、請求項８に記載の医薬
組成物、医薬品またはパッケージ。
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